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38)  井村穣二，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一．膵癌の胞巣形成の際の細胞極性を規定する因子
の探索．第 44 回日本膵臓学会；2013 Jul 25-26；仙台． 
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39)  田島秀浩，北川裕久，中沼伸一，岡本浩一，酒井清祥，牧野勇，林 泰寛，中村慶史，尾山勝信，井口雅史，中川
原寿俊，宮下知治，藤田秀人，高村博之，二宮 致，伏田幸夫，藤村 隆，太田哲生，池田博子，常山幸一．膵癌
の克服を目指す 膵癌に対する術前補助療法の意義 切除可能膵癌症例に対する術前化学療法の効果と免疫組織学的
影響の検討．第 44 回日本膵臓学会大会；2013 Jul 25-26；仙台． 
40)  小栗 光，八木康道，伊井徹，田中茂弘，鹿熊一人，常山幸一．門脈血栓症をきたした IPNB 由来の浸潤癌の 1 例．
第 101 回日本消化器内視鏡学会北陸地方会；2013 Jul 30；富山． 
41)  西田健志，常山幸一，井村穣二．NASH-肝細胞癌発症モデルである TSOD マウスの遺伝子発現解析．第 24 回日本消
化器癌発生学会総会；2013 Sep 5-6；金沢． 
42)  井村穣二，澤田拓哉，内田好明，三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，野本一博，常山幸一，吉岡伊作，塚田一博．胆
道系悪性腫瘍に対する胆汁検体を用いたメチル化解析．第 49 回日本胆道学会学術集会；2013 Sep 19-20；東京． 
43)  高橋恵生，永井 直，常山幸一，済木育夫，入村達郎，早川芳弘．4T1 乳がんモデルでの炎症性腫瘍微小環境形成
における CD4 陽性 T 細胞の重要性．第 86 回日本生化学会大会；2013 Sep 11-13；横浜． 
44)  西田健志．TSOD mice: A new spontaneous animal model of non-alcoholic steatohepatitis and liver tumor based on metabolic 
syndrome．第 72 回日本癌学会学術総会；2013 Oct 3-5；横浜． 
45)  高橋恵生，永井 直，常山幸一，済木育夫，入村達郎，早川芳弘．4T1 乳がんモデルでの炎症性腫瘍微小環境形成
における CD4 陽性 T 細胞の重要性（Requirement of CD4+ T cells for establishing inflammatory tumor microenvironment in 
4T1 breast cancer model）．第 72 回日本癌学会学術総会；2013 Oct 3-5；横浜． 
46)  寺田光宏，常山幸一．NASH からの肝発癌例の臨床病理学的検討－NASH 非発癌例との対比と，発癌例の特徴につ
いて－．第 17 回日本肝臓学会大会；2013 Oct 9-12；東京． 
47)  Watanabe Y, Nagai Y, Tsuneyama K, Takatsu K. β3-adrenergic receptor-mediated lipolysis of adipocytes induces accumulation 
of large number of neutrophils and pro-inflammatory responses in mouse adipose tissue. 第 42 回日本免疫学会学術集会；
2013 Dec 13；千葉． 
 
◆ その他 
1)  八田秀樹．マイクロ波や超音波を医療分野（病理診断業務）に応用する技術．第 6 回日本電磁波エネルギー応用学
会研究会；2013 Jan 25；東京．（招待講演） 
2)  常山幸一，西田健志，井村穣二．ヒトに近い経過で発症・進展するメタボリックシンドローム-NASH-肝腫瘍自然発
症モデルマウス（TSOD マウス）の開発と臨床応用．平成 24 年度「個体レベルのがん研究支援活動」ワークショッ
プ；2013 Feb 6-7；大津． 
3)  八田秀樹，常山幸一，井村穣二．硬組織に対する迅速な脱灰法の検討－染色性の保持を目指して－．平成 24 年度生
物学技術研究会；2013 Feb 21-22；岡崎．（招待講演） 
4)  常山幸一．肝疾患動物モデル～基礎から臨床へのトランスレーションを目指して～．第 30 回肝臓を勉強する会特別
講演；2013 Feb 22；浜松． 
5)  八田秀樹，常山幸一，井村穣二．病理診断業務における創意工夫の紹介～安全衛生の対応．平成 24 年度愛媛大学総
合技術研究会；2013 Mar7-8；松山． 
6)  常山幸一．あなたの知らない水世界－おいしい水から深層水まで．BS フジ「ガリレオ X」；2013 Jun 23． 
7)  常山幸一，中嶋隆彦，井村穣二．New animal model showing marked liver fibrosis Newmouse model of hepatocellular 
carcinoma arising in non-alcoholic steatohepatitis. 中国科学技術大学免疫学シンポジウム；2013 Jul 14；合肥． 
8)  常山幸一．肝生検の見方．第 51 回長崎大学医歯薬学総合研究科大学院セミナー；2013 Oct 18；長崎． 
9)  井村穣二，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，野本一博，常山幸一．Crohn 病の経過中に再燃により小腸切除が施行
された症例．第 25 回北陸病理集談会；2013 Oct 19；福井． 
10)  林 伸一，中嶋隆彦，三輪重治，野本一博，常山幸一，井村穣二．横行結腸に発生した平滑筋肉腫の 1 例．第 25 回
北陸病理集談会；2013 Oct 19；福井． 
11)  常山幸一．漢方薬と肝疾患．富山のくすし 漢方医学と生薬講座；2013 Oct 26；富山． 
12)  常山幸一，西田健志，井村穣二．第 9 回 TSOD（肥満・糖尿病）マウス研究会情報交換会；2013 Dec 6；つくば． 
13)  井村穣二，常山幸一．イタイイタイ病患者等のカドミウム曝露に係る病理及びアーカイブ資料の臨床病理学的活用
に関する研究．環境省平成 25年イタイイタイ病及び慢性カドミウム中毒等に関する総合的研究成果発表会；2013 Dec 
10；東京． 
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